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総務委員会会議録 
 

令和元年９月１７日 火曜日 

  午後３時０５分開議 

  午後３時２９分閉議（実時間２４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７４号・令和元年度八代市一般会計

補正予算・第５号（関係分） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 川 祥 子 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長      佐 藤 圭 太 君 

  財務部次長    尾 﨑 行 雄 君 

  契約検査課長   岩 瀬 隆 敏 君 

                              

○記録担当書記     上 野 洋 平 君 

 

（午後３時０５分 開会） 

○委員長（前川祥子君） それでは皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）定

足数に達しておりますので、ただいまから総務

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第７４号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第５号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第７４号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第５号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

○財務部長（佐藤圭太君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部、

佐藤でございます。 

 本日、総務委員会に付託されました議案につ

きまして、議案第７４号・令和元年度八代市一

般会計補正予算・第６号でございますが、先ほ

ど議長から示されましたように先議となります

ことから、議案第７４号・令和元年度八代市一

般会計補正予算・第５号に改めさせていただ

き、その歳入等について尾﨑財務部次長が説明

いたします。よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 皆さん、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部

の尾﨑でございます。よろしくお願いいたしま

す。それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（前川祥子君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 議案書のその２

をお願いいたします。 

 議案第７４号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第５号の総務委員会付託分につきまし

て説明をいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 まず、歳入歳出予算の補正でございますが、

第１条で、歳入歳出それぞれ１４００万円を追

加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６５２

億５２８０万円といたしております。 

 第２条では継続費の補正を、第３条では地方

債の補正をお願いしておりますが、内容につき

ましては３ページの表で説明いたします。 
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 ３ページをお願いいたします。 

 第２表・継続費補正では、歳出予算の補正に

伴い、総額、年度及び年割額の変更を行うもの

でございます。 

 １の変更で、款９・教育費、項７・社会教育

費の民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備事業は、

補正前の総額１１億４６００万円に４５００万

円を追加し、補正後の総額を１１億９１００万

円としております。 

 このうち、年割額を令和元年度は補正前の額

４億３７１７万円に１４００万円を追加し、令

和元年度の補正後額を４億５１１７万円といた

しております。 

 次に、令和２年度は、継続費の年度を令和２

年度までから令和３年度までに変更したことに

より、補正前の額７億８８３万円から１億１６

９６万円を減額し、令和２年度の補正後額を５

億９１８７万円といたしております。 

 また、令和３年度は、新たに継続費の年割額

を１億４７９６万円といたしております。これ

は、民俗伝統芸能伝承館（仮称）の建築工事に

際しまして、当初、９月議会での契約の議決を

経て工事に着工し、１８カ月の工期を見込み、

令和３年３月末の完成を計画していたところで

す。しかしながら、入札の結果、不落となりま

した。そこで、再度、設計書の積算見直しを行

い、不足する経費と期間の変更を補正するもの

でございます。 

 次に、第３表・地方債補正は、歳出予算の補

正に伴い、地方債の限度額の変更を行うもので

ございます。 

 １の変更で、文化施設整備事業は、補正前の

限度額５億２６１０万円に、１３３０万円増額

し、補正後の額を５億３９４０万円に変更して

おります。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ７ページをお願いいたします。 

 款１１、項１、目１、節１・地方交付税で７

０万円を計上しておりますが、これは今回の補

正予算の一般財源でございます。 

 次に、款２２、項１・市債、目８・教育債、

節３・社会教育債の１３３０万円は、先ほど、

第２表・継続費補正で説明しました民俗伝統芸

能伝承館（仮称）整備事業に係るもので、事業

費に対し、充当率９５％の合併特例債を予定し

ております。 

 以上が歳入の説明でございますが、総務委員

会に付託されました歳出はございませんので、

これで説明を終わります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 なお、今回の補正予算については、歳出の事

業とも関連がありますが、具体的な事業内容に

関する事項については所管の常任委員会で審査

をされますので、当委員会においては歳入に関

する審査及び質疑をしていただきますよう、御

協力よろしくお願いいたします。 

 それでは、質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、理解をす

るために、入札で不落になったということです

けど、もう少し詳しく御説明をいただければと

いうふうに思います。 

○契約検査課長（岩瀬隆敏君） 契約検査課、

岩瀬でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 入札につきましては、次の入札を控えており

ます関係上ですね、詳細には申し上げることが

できませんが、今回の件につきましては有効な

入札がなかったということで不落となったとこ

ろでございます。 

○委員（大倉裕一君） 済いません、確認なん

ですけど、有効な入札がなかったというのは、

入札に参加をされる業者さんが全くいらっしゃ
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らなかったということなんでしょうか。 

○契約検査課長（岩瀬隆敏君） ただいまおっ

しゃられましたことは、参加者がいなかったと

いう場合は「不調」という言葉を使っておりま

す。入札が不調だったというときは、参加者が

いなかったと。今回の場合は、参加者はおられ

たけれども、有効な入札がなかったということ

で、「不落」というふうな言葉を使っておりま

す。 

○委員（大倉裕一君） 次の入札の影響がある

けんとは言われるんですけど、私たちも理解せ

んとですね、賛成もできない話なんですが。有

効な入札がなかったというのはどういう状況だ

ったんですか。 

○契約検査課長（岩瀬隆敏君） 入札で不落と

なりますような場合としましては、例えます

と、指名停止の業者が入札をしたとか、あるい

は金額が予定価格と最低制限価格の間になかっ

たとか、そういった場合、不落というふうな扱

いになってまいります。 

○委員（大倉裕一君） 予定価格よりも、それ

を下回ってというようなところの入札がなかっ

たと。入札、札を入れられたところが予定価格

より全てが高い金額だったということで理解を

すればよろしいですかね。そこは言えないんで

しょうか。 

○契約検査課長（岩瀬隆敏君） 大変申しわけ

ありませんが、予定価格と最低制限価格の間に

なかったということでございます。 

○委員（大倉裕一君） なぜそこはそういうふ

うになったんですかね。どういうふうに認識を

されていますか、そのあたり。一般質問でも取

り上げておられた議員もいらっしゃったんです

けど。 

○委員長（前川祥子君） そのようになったと

……。済いません、大倉委員、もう一度質問を

いいですか。 

○委員（大倉裕一君） 予定価格内におさまら

なかったわけですよね。なぜ予定価格内におさ

まらなかったんでしょうか。そのあたりはどう

いうふうに捉えていらっしゃいますか。何かが

あったから予定価格内におさまらなかったんで

すよね。 

○契約検査課長（岩瀬隆敏君） いろいろな原

因が考えられるのかなと思いますが、１つは設

計等の段階で、少し適正でなかった部分があっ

たのかもしれません。 

 ということで、今回ですね、補正予算を御議

決いただきましたならば、それに基づきまして

再度設計をしまして、次の入札に付したいとい

うふうに考えております。 

○委員（大倉裕一君） 分析、要因をつかんで

いなくて、ただお金をふやしますということで

は、私はこれ認める話ではないなというふうに

思いますが、部長、何かありませんか。 

○財務部長（佐藤圭太君） この予算を提案す

るときに、当然、予算査定を行いますけれど

も、その際に担当課から伺っておりますのは、

主な要因の一つといたしまして、伝承館の屋根

の形状ですね。屋根の形状が、全国的にです

ね、例がない特殊なつくりであるということ

で、それに付随する工種にも特殊な部分がある

ことから、想定以上に金額に差異が生じたとい

うことを伺っております。 

○委員（大倉裕一君） 当初予算で、継続費と

いうことでですね、私、賛成してますので、伝

承館つくることには反対はしないつもりではお

ります。 

 ただ、どういった建物をつくろうとされてい

るのか、そういった情報が全くこれまでも提示

をされていないというのには不信感をですね、

やっぱ行政に抱くんですよ。こういうふうなパ

ース図を出されて、こういうふうな伝承館をつ

くろうとしてるんですよ、で、運営については

こういうふうにやっていこうと、で、規模はこ

れぐらいなんですねというようなことが全くな
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いんですよね。で、そこを出されて、今回はこ

この部分が、屋根の部分が何かというお話でし

た。ですので、そういったところの設計にミス

があったかですね、積算にミスがあったという

ような形ならば理解はしていけるんですが、こ

の状況ではなかなか、認めたいけども認めるわ

けにはいかないなと。理解するだけのものが材

料として不足しているかなというふうに私は今

思っています。 

○委員長（前川祥子君） 大倉委員。総務委員

会では、今、大倉委員がおっしゃった、どうい

ったものの形状かとか、設計を示していただき

たいというお話であれば、総務委員会ではその

分においては審議は、説明というところには行

きつきませんので。それは経済企業委員会のほ

うで今説明があっているところでありますの

で、そこは御了解いただきたいと思いますが。 

○委員（大倉裕一君） 委員長がおっしゃるこ

ともわかります。そこは十分認識をした上でで

すね、全然イメージがわかないんですよ。どう

いったものを建設されようとしてるのかってい

うのは。だから、その建設をしようとするため

の財源を認めたいんですが、認められないとい

うのが今の現状ということもわかっていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 今回の補正、約１４０

０万ぐらい。あとは地方交付税と社会教育債で

対応されるということでありますが、先ほど大

倉委員から少し御意見が出ましたが、当初から

心配をしておりましたが、伝承館の屋根につい

て、妙見祭の笠鉾等をイメージした屋根である

と、当初から少し建築単価が高くなるのではな

いかなという思いはあったところであります。

そういうところはやっぱりコンサルタントがで

すね、もう少し情報をですね、執行部にやっ

て、ここはこぎゃんして単価の上がるばいっ

て。そういうことがなかったけん、今回、補正

をしなくちゃいけないような状況になったんだ

ろうと思います。 

 請負業者にすれば、そういう特殊な屋根につ

きましては、なかなか予定価格ぐらいじゃでけ

んはずだからですね。その辺のところはしっか

りコンサルタントが情報の提供をして、執行部

に。そして、補正でも組まんでもよかごたった

っが一番よかったんでしょうけど、今回は、こ

の伝承館につきましてはなるだけ早くという要

望もございますので、地方交付税と社会教育債

で対応、財源についてはですね、対応されると

いうことでありますので、私は結構かというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 補正を組まんでもよか

った、よいような施策ができれば一番よかった

んだろうというふうに私も思うんですけども、

この追加する以外の方法というのは何か検討な

されたんでしょうか。 

○委員長（前川祥子君） 追加以外といいます

と。 

○委員（大倉裕一君） 例えば、最初のほうに

かかわっていくのかなとも思うんですけど、例

えば当初予算の決まった範囲内で建築できる建

物というような形、民間はそういうふうなのを

やっていきますよね。そういうふうな考えは検

討というか、そういったのはされなかったんで

しょうか。 

○財務部長（佐藤圭太君） 設計変更というこ

とだと思うんですけど、今回は設計変更をせず

にですね、あくまでも積算単価の見直しで予算

を計上しました。設計の変更はしておりませ

ん。 

○委員（大倉裕一君） そこはもう、当初から

設計変更は考えていなかったということです

ね。 

○財務部長（佐藤圭太君） はい、そのとおり

です。 
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○委員長（前川祥子君） 設計変更はなかった

というお答えですけど、それで大倉委員、納得

よろしいですか。今の部分は。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（前川祥子君） あと、何かありませ

んか。 

○委員（村上光則君） 設計は変更なしです

が、じゃあ、難しい設計だったというふうに聞

かれるわけです。そのままでこの４５００万で

すか、プラスして、そのままでできるわけです

よね。屋根の部分はそのままの設計で。 

○委員長（前川祥子君） ちょっと待ってくだ

さい。そのままの部分で、今の増額分でできま

すかという御質問でよろしいですか。 

○委員（村上光則君） はい。それと、さっき

古嶋委員のほうで出たように、この当初の予算

内でですね、できるようにはできないんです

か。設計を改めて。 

○委員長（前川祥子君） 設計変更はないとい

うことの答弁でしたけど。 

○委員（村上光則君） もうせんわけですか。

できないわけですか。 

○委員長（前川祥子君） じゃあ、今、二つの

御質問ですけど、尾﨑財務部次長。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 設計変更をなぜ

しなかったかと申しますとですね、市民参加の

ワークショップとかの意見を取り入れてです

ね、今回、屋根の形状をですね、決めたという

のがありまして、設計変更をすることでです

ね、その市民参加のワークショップを開いた意

見が反映されなくなるということになりますも

のですから、あえて設計、そちらの形状の変更

等はしなかったということで、予算の増額で対

応するというふうなことになっております。 

○委員長（前川祥子君） 今のお答えで御理解

いただきましたか。 

○委員（村上光則君） なかなか当初、１１億

４６００万円ですか、これで私たちは了解しと

るもんですからですね、なかなかこうしてまた

補正を出してもらっても、ああ、そうですかち

ゅうわけにはいかんもんですから。当初の予算

でできたら、それが一番よかっじゃないだろう

かなと思いました。 

○委員長（前川祥子君） では、ほかにはあり

ませんか。 

○委員（村川清則君） 設計変更したり、また

ちょっと決定がずれたりすれば、また１年延び

るという、二夏過ぎらんといかんということ

で、１年また延びるということですから、保存

会あたりの皆さん方も、一日でも早くできるよ

うにという願いが出されてますので、ここは私

は理解したい、賛成したいと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありませんで

しょうか。 

○委員（古嶋津義君） 妙見祭の文化財を収納

する建物でありますので、当初から、先ほど言

いましたように、コンサルタントが少し情報を

提供すれば、難しい屋根ですからですね、もう

少し単価は上がるばいて、そういう打ち合わせ

等があれば、屋根とかガラス等を全て見直すよ

うな補正も組まんでよかったんでしょうけど、

今となってはですね、そこが諸悪の根源と言わ

ないかんでしょうばってん、コンサルタントが

もう少ししっかりしていただければですね、こ

ういうことはなかったっだろうと思いますけ

ど。 

 まあ、ここまで来れば補正でですね、財源の

対応をして、一日も早く建設をして、まあ、皆

さん待ってらっしゃるんで、先ほど副委員長が

言いましたように、コンクリートを打てばアル

カリ性がちょっとしみてくるから、２年ぐらい

枯らし期間が要るという話でもありましたの

で、なるたけ早目に対応をしていければという

思いであります。 

 ですから、今回の補正に関しては、私は賛成

の立場であります。 
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 以上でございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかには何か質問あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 執行部のほうから、

特にもう、つけ足して説明することはありませ

んか。よろしいですか。（｢はい」と呼ぶ者あ

り） 

 では、質問がなければ、これで質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 当初予算にですね、今

回は補正ということですので、十分に補正の性

質というのはわかっていらっしゃると思うんで

すけれども、我々も審議する立場にあって、で

きるだけ理解をしたいという立場にあるところ

は御理解いただきたい。 

 そういう中において、今回、ただ数字を並べ

られただけということではですね、なかなか理

解に苦しむところがあると。やはりパース図を

出して、こういう部分を計画して、ものを計画

しておりましたと。しかしながらこの点におい

て、コンサルと設計屋さんか何かの情報の行き

違いですか、不足か、そういったところによっ

てこういうものが生じたというふうな、きちん

と資料も出していただいて説明いただければわ

かるのかというふうに思うんですが、そういっ

た点の誠意も見られませんし、まだ理解が非常

にできませんので、そういったところについて

はしっかり責任を果たしていただきたいという

ところを意見として申し上げたいというふうに

思います。 

○委員長（前川祥子君） はい、わかりまし

た。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７４号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第５号中、当委員会関係分について、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。委員会報告書及び委員長

報告の作成については、委員長に御一任願いた

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。これをもって総務委員会を散会いた

します。 

（午後３時２９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和元年９月１７日 

総務委員会 

委 員 長 
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